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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】番組表等の番組関連情報を表示するとき、表示
領域の制限により、表示データ全てを表示する領域が不
足する場合でも、全ての情報を表示可能とする。
【解決手段】第一の表示領域４０１には、番組名称等の
表示データのうち少なくとも一部を表示し、第二の表示
領域４０２には、第一の表示領域４０１に表示する番組
名称等の表示データと同一の表示データを、省略表示す
ることなく全て表示する。カーソル４０３は、ユーザー
入力信号により、第一の表示領域４０１を選択する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号あるいは音声信号と共に、放送番組の名称や開始時刻、終了時刻等の番組関連
情報を受信する受信手段と、
　前記受信信号より前記番組関連情報を復号する復号手段と、復号した番組関連情報を画
面上に表示する画面表示手段と、
　リモコンあるいは受信装置本体に備えられたキーからの入力信号を受信するコマンド受
信手段と、
　前記入力信号により表示画面を制御する表示制御手段とを備えた受信装置において、
　前記番組関連情報を表示する番組関連情報表示画面中に、複数の情報の文字列を表示す
る第一の表示領域を設け、前記表示制御手段は、前記第一の表示領域の大きさと表示デー
タ量を比較するデータ量比較手段を有し、該デー多量比較手段により、前記データ量が前
記表示領域より大きいと判断された場合に、前記表示制御手段の表示データのうち表示可
能な文字列と、その文字列の最後尾に省略を示す記号を付加して表示することを特徴とす
る受信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の受信装置において、あらかじめ定められた前記第一の表示領域に加え
、前記第一の表示領域より表示可能文字数の多い第二の表示領域とを有し、前記表示制御
手段は、第二の表示領域に表示データの全体を表示することを特徴とする受信装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の受信装置において、前記第二の表示領域に表示される情報は、ユーザ
ーの入力により選択された、特定の第一の表示領域の情報であることを特徴とする受信装
置。
【請求項４】
　映像信号あるいは音声信号と共に、放送番組の名称や開始時刻、終了時刻等の番組関連
情報を受信する受信手段と、
　前記受信信号より前記番組関連情報を復号する復号手段と、
　復号した番組関連情報を画面上に表示する画面表示手段と、
　リモコンあるいは受信装置本体に備えられたキーからの入力信号を受信するコマンド受
信手段と、
　前記入力信号により表示画面を制御する表示制御手段とを備えた受信装置において、
　前記番組関連情報を表示する番組関連情報画面は、少なくとも番組の名称を示す第一の
番組名フィールドと、チャンネル番号等を示すチャンネル番号フィールドと、表示してい
る時間を示す時間目盛りフィールド等の複数の情報フィールドから構成され、該各情報フ
ィールドは、少なくとも文字列と背景を用い、番組名フィールドの一端は番組の開始時刻
を、他端は番組の終了時刻を表し、番組の放送予定を表す番組表であって、前記表示制御
手段は、前記第一の番組名フィールドの大きさと番組名データ量を比較するデータ量比較
手段を設け、該データ量比較手段により前記番組名データ量が前記番組名フィールドより
大きいと判断された場合に、前記表示制御手段の表示データのうち表示可能な文字列と、
その文字列の最後尾に省略を示す記号を付加して表示することを特徴とする受信装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の受信装置において、あらかじめ定められた前記第一の番組名フィール
ドに加え、前記第一の番組名フィールドより表示可能文字数の多い第二の番組名フィール
ドとを有し、前記表示制御手段は、第二の番組名フィールドに番組名データの全体を表示
することを特徴とする受信装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の放送及び通信の受信装置において、前記第二の番組名フィールドに表
示される情報は、ユーザーの入力により選択された、特定の第一の番組名フィールドの情
報であることを特徴とする受信装置。
【請求項７】
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　請求項４に記載の受信装置において、前記表示制御手段は、前記番組名フィールドに表
示する番組の放送時間と、前記時間目盛りフィールドに表示する時間帯とを比較する時間
比較手段を設け、番組の放送開始時間、または放送終了時間が前記時間目盛りフィールド
に示す時間帯の範囲外であると判断された場合に、前記番組名フィールドの左端または右
端の背景の形状を変化させることを特徴とする受信装置。
【請求項８】
　請求項５乃至７のいずれかに記載の受信装置において、前記第三の表示領域を設け、選
択された番組の開始時間、終了時間等の時間情報を表示することを特徴とする受信装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の受信装置において、前記第三の表示領域を第二の表示領域内に設ける
ことを特徴とする受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送信番組に関連する情報を映像あるいは音声データと共に送信し、受信装置
において番組関連情報を復号して表示する放送及び通信の受信装置に係わり、特に番組関
連情報を表示可能としたものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のテレビ信号受信装置では、放送番組の番組名称、番組の開始時刻、終了時刻等の
番組関連情報が、映像あるいは音声信号と共に伝送されることはなく、テレビ画面上にこ
れらの情報を表示することは不可能であった。したがって、視聴者は新聞等に記載される
番組表からこれらの情報を得ていた。
【０００３】
　また、従来のアナログのテレビジョン信号に代わって、デジタル化した信号を、衛星、
ケーブル、地上放送によって各家庭まで伝送するデジタル放送が開始されようとしている
。既に米国の一部の衛星放送ではこの様な形態での放送が行われており、日本においても
同様のサービス開始に向けて準備が進められている。デジタル放送では、デジタル化した
映像と音声の信号と共に、それ以外の様々な付加情報を同時に伝送することができる。こ
れらの付加情報を用いることによって、番組の放送予定を表す番組表が構成できる。
【０００４】
　一方、従来のアナログ放送においても、垂直帰線消去期間に番組関連情報を多重する方
式を採用することにより、前記デジタル放送と同様の番組表を構成することが可能になる
。しかし、アナログ放送の垂直帰線消去期間に多重できる情報量は、デジタル放送方式で
伝送される情報量に比べ少なく、また、アナログ放送の画面表示機能では、その画面表示
能力と扱うことのできる情報量が制約される。したがって、アナログ放送で実現される表
示画面は、デジタル放送方式で実現される画面表示に比べ表現力が劣る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　テレビ画面上のように、あらかじめ定められた表示領域に番組表等の番組関連情報を表
示する場合、表示領域の制限により、表示データ全てを表示するのに必要な表示領域が、
被表示領域が有する表示領域を上回る場合、表示データ全体を表示することができない。
このため、本来提示可能な情報のうち、一部の情報が欠落するという欠点がある。
【０００６】
　そこで、本発明では、視聴者が選択する特定の情報について表示データ全体を表示し、
また、表示データが欠落した場合、情報を補う表示を追加することにより、表示データが
有する情報を限られた表示領域内で表現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明の放送及び通信の受信装置は、少なくとも映像信号あるいは音声信号と共に、放
送番組の名称や開始時刻、終了時刻等の番組関連情報を受信する受信手段と、前記番組関
連情報を復号する復号手段と、復号した番組関連情報を加工して画面上に表示する画面表
示手段と、リモコンあるいは受信装置本体に備えられたキーからの入力信号を受信するコ
マンド受信手段と、前記入力信号により表示画面を制御する表示制御手段を備えている。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、放送及び通信の受信装置の番組関連情報表示画面において、選択中項
目に関連する情報を表示する際に、受信装置が受信した番組関連情報を欠落することがな
くなり、表示データ全体を表示する表示画面を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施例による放送及び通信の受信装置のブロック図
【図２】放送及び通信の受信装置の表示画面の例
【図３】本発明の実施例による放送及び通信の受信装置の表示画面１
【図４】本発明の実施例による放送及び通信の受信装置の表示画面２
【図５】本発明の実施例による放送及び通信の受信装置のブロック図
【図６】本発明の実施例による放送及び通信の受信装置の表示画面３
【図７】本発明の実施例による放送及び通信の受信装置の表示画面４
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施例を図面に基づき説明する。
【００１１】
　図１は本発明の一実施例を示すブロック図である。１０１は外部アンテナ等からの放送
及び通信の入力端子、１０２は受信した信号から、映像信号、音声信号、番組関連情報信
号のうち任意の信号を取り出す分離装置、１０３は映像信号と、音声信号を復号し、原画
像と原音声を再生するＡ／Ｖデコーダ、１０４は映像信号と文字等のグラッフィックを合
成する画像合成部、１０５はテレビディスプレイ、１０６はユーザー入力を受信するコマ
ンド受信部、１０７は伝送された番組関連情報を復号する情報デコーダ、１０８は復号し
た番組関連情報を保持する番組関連情報バッファ、１１０は、１０６から１０９を含む制
御マイコン、１１１は情報バッファから送られる表示データを算出する入力データ量算出
部、１１３は画面上に表示可能な文字列数を算出する表示可能データ量算出部、１１２は
入力データ量と表示可能データ量とを比較する比較部、１１４は表示する文字列を設定す
る表示データ設定部、１０９は、１１１から１１４を含み、画像合成部を制御する表示制
御部である。
【００１２】
　図１において、信号入力部１０１より入力された信号は、分離装置１０２へ送られる。
分離装置１０２において、受信信号から映像信号と音声信号が取り出されてＡ／Ｖデコー
ダへ送られる。同様に分離装置１０２において、前記受信信号から番組関連情報が取り出
され、制御マイコン１１０内の情報デコーダ部１０７へ送られる。情報デコーダ部１０７
で復号された番組関連情報は、情報バッファ１０８へ送られる。
【００１３】
　コマンド受信部１０６へ番組関連情報表示要求の信号が入力されると、情報バッファ１
０８内に保持された番組関連情報は、表示制御部１０９内の入力データ量算出部１１１へ
送られる。表示制御部１０９内の比較部１１２では、入力データ量算出部１１１で算出さ
れた文字列数と、表示可能データ量算出部１１３で算出された表示可能な文字列数とを比
較する。比較した結果と入力データは表示データ設定部１１４へ送られ、表示文字が設定
される。表示制御部１０９は画像合成部１０４を制御し、前記表示データ設定部１１４か
ら送られた表示データと、Ａ／Ｖデコーダ１０３より送られた映像信号とを合成して、テ
レビディスプレイ１０５に表示する。
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【００１４】
　表示データ設定部１１４では、入力データの文字列数が表示可能な文字列数よりも多い
場合には、入力データのうち表示可能な文字列と、その文字列の最後尾に省略を示す記号
を付加し、これを表示データとして画像合成部１０４へ送る。
【００１５】
　図２は番組関連情報表示画面の例である。２０１は番組の開始時刻、２０２は番組の終
了時刻、２０３は番組名称を示す。図２に示す番組関連情報表示画面の例では、番組の開
始時刻２０１と、終了時刻２０２、番組名称２０３を配列し、番組の放送予定を表現した
ものであるが、番組名称２０３を表示する表示領域が狭く、番組名称２０３全てを末尾ま
で画面上に表示することができない。
【００１６】
　特に日本語表記のシステムの場合、漢字を表現するために文字のサイズを大きくする必
要があり、その結果、表示領域内に表示できる文字列数が減少するため、表示データ全て
が表示できないという状況が顕著に現れる。
【００１７】
　図３は、本発明の実施例による第一の番組関連情報表示画面の例である。３０１は表示
データの末尾が省略されていることを示す省略記号である。
【００１８】
　図２に示す番組関連情報表示画面では、番組名称等の表示データが、末尾まで全て表示
されているか、あるいは表示データのうち表示可能な文字列のみが表示されているのかを
判別することができない。これに対し、図３に示す番組関連情報表示画面では、表示デー
タのうち表示可能な文字列のみが表示されている場合には、表示データの末尾が省略され
ていることを示す省略記号３０１を表示文字列の最後尾に付加し、表示データのうち表示
可能な文字列のみが表示されていることを明確にしている。図３に示す番組関連情報表示
画面では、省略を示す記号として「…」を用いているが、その他の記号を用いてもよい。
また、表示する内容は、番組の開始時刻２０１、番組の終了時刻２０２、番組名称２０３
等の番組関連情報以外の情報でもよい。
【００１９】
　図４は、本発明の実施例による第二の番組関連情報表示画面の例である。４０１は第一
の表示領域、４０２は第二の表示領域、４０３は第一の表示領域４０１を選択するための
カーソル、４０４は第一の表示領域４０１が複数配置された選択肢表示領域である。
【００２０】
　第一の表示領域４０１には、番組名称等の表示データのうち少なくとも一部を表示し、
第二の表示領域４０２には、第一の表示領域４０１に表示する番組名称等の表示データと
同一の表示データを、省略表示することなく全て表示する。カーソル４０３は、ユーザー
入力信号により、第一の表示領域４０１を選択する。
【００２１】
　選択肢表示領域４０４内に配置された第一の表示領域４０１の中から、カーソル４０３
の動作によりユーザーが任意に特定の第一の表示領域４０１を選択するため、第二の表示
領域４０２には、ユーザーが求める番組名称等の表示データを省略表示することなく全て
表示することができる。
【００２２】
　また、第二の表示領域４０２にユーザーが求める表示データのみを省略せずに表示し、
第一の表示領域４０１に表示する表示データを省略記号を用いた省略表示とするため、選
択肢表示領域４０４内にはより多くの第一の表示領域を表示することができる。
【００２３】
　図５は、本発明の第二の実施例を示すブロック図である。図５において、１１５は入力
データの時間情報を判別する時間情報判別部、１１７は画面上に表示する番組表の時間帯
を設定する表示時間帯設定部、１１６は入力データの時間情報と表示する番組表の時間帯
とを比較する時間情報比較部である。
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【００２４】
　コマンド受信部１０６へ番組関連情報画面表示要求の信号が入力されると、情報バッフ
ァ１０８内に保持された番組関連情報は、表示制御部１０９内の入力データ時間情報判別
部１１５へ送られる。表示制御部１０９内の時間情報比較部１１６では、入力データ時間
情報判別部１１５で判別された時間情報と、表示時間帯設定部１１７で設定された表示時
間帯とを比較する。比較した結果と入力データは表示データ設定部１１４へ送られ、表示
形式が設定される。表示制御部１０９は画像合成部１０４を制御し、前記表示データ設定
部から送られた表示データと、Ａ／Ｖデコーダ１０３より送られた映像信号とを合成して
、テレビディスプレイ１０５に表示する。
【００２５】
　前記番組関連情報画面は、情報フィールドは少なくとも文字列と背景を用いた表示形式
であり、番組名フィールドの左端は番組の開始時刻を、また、各情報フィールドの右端は
番組の終了時刻を表し、番組の放送予定を表す番組表である。
【００２６】
　表示データ設定部１１４では、入力データの時間情報が表示時間帯の範囲外であると判
断された場合には、表示データの左端または右端の背景の形状を変更し、画像合成部１０
４へ送る。番組名フィールドの左端または右端の形状を変更し、表示中番組表が示す時間
帯の範囲外に番組の開始時刻、または終了時刻が位置することを明示する。
【００２７】
　図６は、本発明の実施例による第三の番組関連情報表示画面の例である。５０１はチャ
ンネル番号欄、５０２は時間目盛り欄、５０３は第一の番組名表示欄、５０４は第二の番
組名表示欄、５０５は番組の放送開始時間、あるいは放送終了時間が、表示中番組表外に
位置することを表現する継続表示パターン、５０６は第一の番組名表示欄５０３が複数配
置された番組名選択肢欄である。
【００２８】
　本番組表画面では、横軸が時間を表しており、第一の番組名表示欄５０３の水平方向の
表示開始位置は番組の放送開始時間を表し、水平方向の長さは番組の放送期間を表してい
る。時刻の目安は時間目盛り欄５０２によって表現される。
【００２９】
　また、縦軸は放送チャンネルを表し、チャンネル番号欄５０１には、放送局のチャンネ
ル番号、または放送局名、あるいは放送局のロゴマーク等を表示する。
【００３０】
　ユーザーは、リモコンあるいは受信装置本体に設けられたキーにより、カーソル４０３
を操作して、番組名選択肢欄５０６内に表示された第一の番組名表示欄５０３のうち一つ
を選択する。選択された第一の番組名表示欄５０３は第二の番組名表示欄５０４にも表示
される。第一の番組名表示欄５０３には、少なくとも番組名称の一部を表示し、第二の番
組名表示欄５０４には、番組名称を省略表示することなく全て表示する。
【００３１】
　番組の放送開始時間、放送期間、あるいは放送終了時間は、時間目盛り欄５０２に表示
される時刻の目安により表現される。しかし、番組の放送期間が番組表画面で表示可能な
期間よりも長い場合や、番組の放送開始時間、放送終了時間が表示中の番組表が表現する
時間帯の範囲外に位置する場合、番組の放送開始時間、あるいは放送終了時間を、番組表
画面内で表現することができない。表示中時間帯以前の時刻から番組の放送が開始される
ことや、表示中時間帯以降の時刻に番組の放送が終了することを表現するために、継続表
示パターン５０５を用いる。
【００３２】
　継続表示パターン５０５を用いることによって、表示中時間帯の前後に放送期間がまた
がる場合に、放送開始時間、または放送終了時間が表示中時間帯の範囲外であることを表
現することが可能になる。
【００３３】
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　図７は、本発明の実施例による第四の番組関連情報表示画面の例である。６０１は、番
組の時間情報表示欄である。
【００３４】
　本番組表画面では、番組関連情報表示画面内に時間情報表示欄６０１を設け、番組の放
送開始時間と番組の放送終了時間を表示する。これにより、番組の放送期間が番組表画面
で表示可能な期間よりも長く、番組表画面内の時間目盛り欄５０２で、番組の放送開始時
間、あるいは放送終了時間を表現することができない場合に、放送開始時間と放送終了時
間を表示することができ、受信した番組関連情報が有する時間情報を欠落することなく明
示することが可能なる。
【００３５】
　時間情報表示欄６０１は、独立した表示領域としてもよいし、第二の番組名表示欄５０
４内に設け、番組名称と共に表示してもよい。
【００３６】
　尚、本実施例は、デジタル放送の番組表画面を例にとって説明したが、本発明はデジタ
ル放送に限るものではなく、従来のアナログ方式のテレビ放送に、番組関連情報を多重し
て伝送する放送システムに応用することも可能である。また、本発明は番組表画面に限る
ものではなく、その他の表示全般に応用することも可能である。
【符号の説明】
【００３７】
　１０１……放送及び通信の入力端子
　１０２……分離装置
　１０３……Ａ／Ｖデコーダ
　１０４……画像合成部
　１０５……テレビディスプレイ
　１０６……コマンド受信部
　１０７……情報デコーダ
　１０８……情報バッファ
　１０９……表示制御部
　１１０……制御マイコン
　１１１……入力データ量算出部
　１１２……比較部
　１１３……表示可能データ量算出部
　１１４……表示データ設定部
　１１５……時間情報判別部
　１１６……時間情報比較部
　１１７……表示時間帯設定部
　２０１……番組開始時刻
　２０２……番組終了時刻
　２０３……番組名称
　３０１……省略記号
　４０１……第一の表示領域
　４０２……第二の表示領域
　４０３……カーソル
　４０４……選択肢表示領域
　５０１……チャンネル番号欄
　５０２……時間目盛り欄
　５０３……第一の番組名表示欄
　５０４……第二の番組名表示欄
　５０５……継続表示パターン
　５０６……番組名選択肢欄
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　６０１……時間情報表示欄

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月17日(2010.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の一実施の態様は、例えば特許請求の範囲に記載さ
れている技術的思想を用いればよい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号とともに番組に関する番組文字情報が送信されるデジタル放送信号を受信する
受信装置であって、
　前記番組に関する番組文字情報を表示する第１の表示領域が複数配置され、
　前記番組文字情報が前記第１の表示領域に全て表示できないときに前記番組文字情報の
一部を省略し省略記号を付加して前記第１の表示領域に表示され、
　前記複数の第１の表示領域の一つが選択されると、該選択された第１の表示領域に対応
する番組文字情報を前記第１の表示領域の外に配置される第２の表示領域に表示する表示
手段を備えたことを特徴とする受信装置。



(10) JP 2010-213344 A 2010.9.24

10

フロントページの続き

(72)発明者  斉藤　尚子
            神奈川県横浜市戸塚区吉田町２９２番地株式会社日立製作所マルチメディアシステム開発本部内
(72)発明者  高清水　聡
            神奈川県横浜市戸塚区吉田町２９２番地株式会社日立製作所マルチメディアシステム開発本部内
(72)発明者  江田　隆則
            神奈川県横浜市戸塚区吉田町２９２番地株式会社日立製作所マルチメディアシステム開発本部内
Ｆターム(参考) 5C025 CA09  CB10  DA05 
　　　　 　　  5C164 MA06S UB84P UB85S UB92P UD52S


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	overflow

